コーディネーターとしての事業に対する意見シート
■事業名：三重県青少年健全育成協働・連携促進事業
■コーディネーター氏名・所属：山本康史（ハローボランティア・ネットワークみえ）
■ふりかえり会議開催年月日：平成１５年１１月２０日
１．協働のプロセスについて意見
　事業企画段階からＮＰＯとの協働を視野に入れ、ＮＰＯがおこなう先駆的事業を支援しようという企画がされているのは評価できる。
　事業を委託した後の行政担当者の各事業への関わり方が明確になっていない。
２．成果についての意見 

事業が終了していない。
３．課題・改善の整理とまとめ
　事業開始後の行政担当者とＮＰＯとの関わり方がまだ明確になってきていないようだ。委託事業は三重県の事業なのだから、より密に連絡を取り合うだけでなく、双方が持つ資産を有効活用できるよう検討を重ねていく必要がある。
　例えば、県職員が県施設や県の備品等、事業の充実に活かせる資産の利用提案をおこなう、など。
４．事業全体についての意見・感想（自由に記入してください）
　先進的活動をおこなうＮＰＯに委託をおこなうという事業形態は、単年度予算を執行すれば終わりということではなく、支援した事業の公益性・必要性を評価し、公益に資すると判断された場合、より広域で実践できるようにするためのシステムつくりを検討するなど、次のステップに進むことで事業の意味が輝きを持つ。
そのためにも、その取り組みをどの様に公共サービスに転換できるか、どこに行政では取り組みにくい問題点があるかを常に考えながら、行政担当者が事業に深く関わっていくことが望まれる。
　また、ＮＰＯ側も、自分たちの事業に予算が付いた、という発想ではなく、公共事業に参加しているという考え方で、自分たちの取り組みが、どうすればより広い範囲で実践できるようになるかを行政との協働事業を経験する中で考えていってもらいたい。
　
